
令和２年度第２回太田・館林地域保健医療対策協議会（書面開催） 

次 第 

 

１ 議    題 

（１）第８次群馬県保健医療計画の変更について              【資料１関連】 
       

      前回お示しした、第８次群馬県保健医療計画の「在宅医療」に係る変更に関して、在宅医療

推進部会における検討結果（資料１－１、資料１－２）を踏まえた素案（資料１－３）につい

て御意見を伺うものです。なお、主な変更点は次のとおりです。 

 訪問歯科診療に係る体制整備の更なる推進 

 災害や感染症発生時にも対応した在宅医療の体制整備 

 「人生会議」の県民への浸透 

 医療・介護などの一層の連携体制 

また、５疾病・５事業の数値目標及び指標の変更に関する素案（資料１－４、資料１－５）

について、御意見を伺うものです。 
     
  

（２）第８期市町村介護保険事業計画の考え方について          【資料２関連】 
       

市町村介護保険事業計画は３年ごとに策定されており、今年度が第８期計画（令和３年度か

ら令和５年度までの３年間）を策定する年度にあたります。 

市町村は当該計画策定に際して３年間でどの程度の介護サービスを提供する必要があるの

か、実績等をもとにした推計作業を進めており（＝介護サービス見込量の設定）、その検討過

程においては、医療・介護の関係者により協議していくことが重要とされています。 

圏域内 7市町では第８期計画の策定に当たり、資料２－２のとおり、介護施設、居宅サービ

ス・居住系サービスの必要量に対する対応（案）を考えていることから、当該案について医療

関係者の皆様から御意見を伺うものです。 
 
 

２ 報告事項等 

（１）地域医療構想の今後の取組等について                 【資料３関連】 
       

      新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた、今後の地域医療構想の進め方に関する国の

動向等について報告するものです。 

 

（２）県計画会議及び各地域保健医療対策協議会(部会)における意見と回答状況 

(令和２年９月～１０月)                       【資料４関連】 
       

      令和２年９月～１０月に実施した地域保健医療対策協議会における意見や県からの回答状

況をとりまとめたことから報告するものです。 

 

（３）ぐんま健康ポイント制度について（案）               【資料５関連】 
 

県民の健康寿命延伸を目的とした、アプリを活用した健康ポイント制度について情報提供す

るものです。 
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